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し
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
同
じ
ペ
ン
く

わ
え
で
も
、
口
を
す
ぼ
め
て
唇
で
く
わ

え
た
場
合
、
こ
の
効
果
は
生
じ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
私
た
ち
は
、
身
体
の
上
側
の

空
間
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
、
下
側
の
空
間

を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
（
身
体
特
異
性
仮
説
）。
こ
の
仮

説
に
基
づ
き
、
あ
る
画
像
を
見
た
直
後

に
上
も
し
く
は
下
に
手
を
動
か
す
、
と

い
う
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と

上
に
手
を
動
か
し
た
と
き
は
画
像
の
印

象
が
よ
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
に
、
下

に
手
を
動
か
し
た
と
き
は
よ
り
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
評
価
に
変
化
し
た
そ
う
で
す

（Sasaki,Yamada,Miura,2015

）。
画
像

を
見
た
直
後
の
、
一
見
そ
の
画
像
と
は

ふ
ぅ
、
や
っ
と
仕
事
が
終
わ
っ
た
。

今
日
は
叱
ら
れ
て
ば
か
り
で
ぐ
っ
た
り
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
好
き
な
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
で
も
見
て
気
分
を
楽
し
く
し
よ
う

…
そ
ん
な
と
き
、
も
し
身
の
回
り
に
ペ

ン
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
歯
で
く
わ
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
の
ペ
ー
ジ
め
く
り
は
、
下
か
ら
上
に

向
け
て
の
ス
ワ
イ
プ
（
指
で
タ
ッ
チ
し

な
が
ら
画
面
を
移
動
さ
せ
る
動
作
）
で

行
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
つ
も
よ
り
、

そ
の
サ
イ
ト
が
魅
力
的
で
楽
し
い
も
の

に
な
る
は
ず
で
す
。

写
真
の
よ
う
に
、
は
た
目
に
は
た
だ
の

変
な
人
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
注
意
が
必

要
で
す
が
、
実
は
こ
れ
、
科
学
的
な
根
拠

が
あ
る
の
で
す
。
私
た
ち
の
感
情
は
、
ど

う
も
私
た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
曖
昧

で
い
い
加
減
な
よ
う
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た

身
体
状
況
の
変
化
に
も
左
右
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

ま
ず
ペ
ン
く
わ
え
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
状
態
で
ア
ニ
メ
を
見
る
と
、
そ
の

可
笑
し
さ
が
増
す
、
と
い
う
興
味
深
い

研
究
が
あ
り
ま
す
（Strack,Martin, 

Stepper,1988

）。
ペ
ン
を
歯
で
く
わ
え

る
と
、
顔
の
筋
肉
が
笑
っ
て
い
る
状
態

に
近
く
な
る
た
め
、
脳
は
こ
の
状
態
を

「
笑
っ
て
い
る
→
可
笑
し
い
」
と
勘
違
い

何
の
関
係
も
な
い
身
体
動
作
に
よ
っ
て
、

そ
の
印
象
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

一
般
的
に
は
、
ま
ず
感
情
が
先
に
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
表
情
や
行
為
が
変

わ
る
も
の
と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

上
述
の
研
究
は
、
そ
の
順
番
が
逆
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
感
情
は
、
身
体
を
含
む
周
囲

の
状
況
に
よ
っ
て
後
付
け
的
に
（
し
か

も
無
意
識
の
う
ち
に
）
書
き
換
え
ら
れ

る
側
面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
す
。

気
分
が
落
ち
込
ん
だ
と
き
は
、
ま
ず
は

身
体
の
状
況
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
す
る
と

こ
ろ
か
ら
は
じ
め
て
み
る
の
も
一
考
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
、「（
上
記
内
容
の
）
講
義

で
学
ん
だ
こ
と
を
実
生
活
に
役
立
て
よ
」

と
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

「
上
方
向
に
ス
ワ
イ
プ
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
で
デ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
説
明
し
、
デ
ー

ト
中
は
ペ
ン
を
歯
で
く
わ
え
て
も
ら
い
、

絶
叫
マ
シ
ン
な
ど
で
ド
キ
ド
キ
さ
せ
た

時
に
告
白
す
れ
ば
成
功
率
が
上
が
る
は

ず
」
と
い
う
内
容
を
ま
と
め
た
学
生
が

複
数
い
ま
し
た
（
笑
）。
内
容
の
是
非
は

と
も
か
く
も
、
講
義
内
容
を
自
身
の
日

常
生
活
に
結
び
つ
け
て
考
え
て
も
ら
え

た
よ
う
で
、
一
教
員
と
し
て
喜
ば
し
く

感
じ
た
次
第
で
す
。

Opinion!

身体と感情

北海道大学大学院
教育学研究院准教授

阿部　匡樹
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小
学
校
卒
業
式
で
の
袴
着

用
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
、
ス
イ
ス
の
町
で

見
た
小
学
校
の
卒
業
イ
ベ

ン
ト
を
思
い
出
し
た
。
誰

で
も
行
け
る
公
民
館
の
よ

う
な
会
館
の
ホ
ー
ル
。
７

月
、
そ
こ
で
は
舞
台
か
ら
床

ま
で
幼
稚
園
児
、
小
学
校
全

生
徒
、
父
母
ら
が
び
っ
し
り

座
り
、
ざ
わ
め
い
て
い
た
▼

校
長
が
挨
拶
し
、
子
供
達
の
歌
が
始
ま

る
と
静
か
に
な
っ
た
。
学
年
毎
に
合

唱
す
る
。
園
児
も
一
緒
に
全
員
で
歌

い
手
を
叩
く
。
独
唱
の
子
が
い
れ
ば

弦
楽
器
の
独
奏
も
あ
る
。
低
学
年
男

子
三
人
の
バ
ン
ド
演
奏
で
は
、
奏
者
の

迫
力
で
会
場
は
一
気
に
熱
気
に
包
ま

れ
た
。
大
音
楽
祭
だ
。
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
後
半
、
舞
台
中
央
に
６
年
生
と
担

任
、
校
長
が
上
が
っ
た
時
▼
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
短
パ
ン
や
ジ
ー
パ
ン
な
ど
、
装
い
も

様
々
な
卒
業
生
が
、
堂
々
と
、
あ
る
い

は
照
れ
て
笑
い
、
一
人
ず
つ
担
任
の
前

に
出
て
小
さ
な
記
念
品
を
贈
ら
れ
、
校

長
と
握
手
を
す
る
。
仕
草
に
個
性
が

に
じ
み
出
て
い
る
。
最
後
は
音
も
高

ら
か
に
ク
ラ
ッ
カ
ー
が
鳴
り
紙
吹
雪

が
散
っ
た
▼
国
旗
も
卒
業
式
の
看
板

も
、
卒
業
証
書
も
な
い
。
記
念
品
は
青

や
緑
の
美
し
い
小
石
だ
そ
う
。
園
児

か
ら
大
人
ま
で
、
６
年
生
は
地
域
の
人

に
囲
ま
れ
て
歌
で
送
ら
れ
卒
業
し
た
。

こ
ん
な
楽
し
い
卒
業
式
も
あ
る
の
だ
。

日
本
の
厳
粛
な
式
を
見
慣
れ
た
目
に

は
新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
。�

（
今
日
子
）

いじわるじいさん

　北大生協では、毎年11月に開催されるサステイナブルキャンパス推進協議会（CAS-Net JAPAN Campus 
Sustainability Network in JAPAN 略称）年次大会に学生を派遣し、学生の活動事例の発表や大会に参加した
他大学の学生や教職員の方と情報交換など交流をしています。2017年度の大会は、11月17日（金）に愛媛
大学城北キャンパスで開催されました。学生２名と生協職員１名が参加して、福山健（工学部３年）さんが

「北大キャンパスマスタープラン2017策定における学生参加の意義」について、「北大・自転車・清浄化プロ
ジェクト」の取り組みを稲垣征哉（理学部３年）さんが事例発表しました。以下二人の感想です。

○現在の北大に必要だと痛感したこと　～　福山  健
　今回参加して現在の北大に私が必要だと痛感したこと
があります。それは、学生と大学の協力関係の構築で
す。目覚ましい成果を上げている千葉大学や岩手大学な
ど他の大学では、大学側と学生側が互いの立場を生かし
ながら、それぞれの目指しているものを得られるように
一緒に取り組んでいます。今回の私の発表での取り組み
も協力することはできましたが、まだ他の大学と比較す
るともう一歩といった感じです。今回での経験より次年
度からさらに深く、大学と協力して様々なことに取り組
んでいきたいと思います。

○他大学のみなさんとの交流を通して　～　稲垣  征哉
　昨年から北海道大学学務部学生支援課と北大生協学
生組織委員会で協力して行ってきた「北大・自転車・清
浄化プロジェクト」の活動について報告しました。そし
て、発表や他大学のみなさんとの交流を通して、改めて
このプロジェクトを来年以降も継続していきたいと思い
ました。また、より多くの北大関係者を巻き込み、みん
なで安心・安全なキャンパスを作っていけるようなプロ
ジェクトにしていきたいと思います。
　他大学の活動報告を聞いていると、北海道大学では行
われていないと思われる地域住民や企業、自治体を含め
たたくさんの人々と協力したおもしろい活動が多く行わ
れていました。今まで環境問題について考えることはほ
とんどありませんでしたが、今回の参加をきっかけに環
境問題をはじめとした社会問題について考えるようになりました。他大学のみなさんと交流する中で気づい
たことを、今後の日々の生活や活動に活かしていきたいと思います。

CAS-Net JAPAN 2017 年次大会（in 愛媛大学）参加報告
～大学と学生の協力・協同の重要性を再認識

愛媛大学は歩行者空間をきっちり分けて、
きれいで過ごしやすい空間を作っていました。
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キャンパス放浪記 in 函館 … 第15回

　北海道にやってきてはや９年。今年の春には３度目の卒業式
（博士）を迎える（たい）予定でいる。北大に入学してから博士
まで、札幌では１年半、函館では７年半生活してきた。行き来
した回数は数知れず（50回くらい）。移動手段もバス、自家用
車、JR、時には飛行機と変わったが、札幌－函館の距離感も学
部のころと今じゃ変わったように思う。今回はせっかく機会を
頂いたので、時代と共に札幌－函館の距離感の移り変わりを振
り返っていきたい。

①高校生－受験時代
　北海道自体があこがれの地だった。札幌も函館もどこにある
やら。隣町かと思っていた。

②札幌在住時（学部１年－２年前期）
　都会だけどゴミゴミしていない札幌にときめく。サークルの
遠征で函館も来訪。バスで一眠りしただけではいけない距離
だった。先輩から「流刑地」「島流し」とひどい噂を聞く。それ
でも水産学部に憧れていたので、いきたいようないきたくない
ような気持ちに。チャリで行けないか、などと無謀な旅を計画
したりしなかったりする。

③函館移行時（学部２年後期－４年）
　思ったほど田舎じゃないのとラッキーピエロのメニューがで
かいことに驚く。友達の７割くらいが札幌にいるので遊びに行っ
たり、サークルの応援に行ったりする。主に高速バスで片道５時
間。３年生くらいになると自家用車をどうにかして手に入れた者
や札幌の部活を続けている猛者と一緒に帰ったりする。割り勘で
片道４時間くらい。不思議とだんだん札幌が近いと思えてくる
が、そんなことはないよとよくおじさんやおばさんに言われる。

④函館若齢院生時（修士１年－２年)
　授業で頻繁に札幌へ。進学した友達と飲んだり泊めてもらっ
たり。遠いという意識が欠如。今から行くわー／帰るわーくら
いのノリで４、５時間移動したりする。論文とか作業があると
バスで行くが、30分くらいで酔ってあきらめる。

⑤函館老齢院生時（博士１年－３年）←今ここ
　フィールドワークの研究室であることもあり、移動の概念に
支障をきたす。釧路すら近いと思い始めるがそんなことはない
ぞと先輩や後輩にも心配される。友達もみな卒業し、札幌は経
由地、実験地、出張地になる。

　９年過ごして、札幌－函館の距離感は、行く気持ち的には近
いものの、馴染みはなくなり東京のような場所になった。つま
り、意外にも（？）距離に慣れるということだけど、一方で移
り住まなかったらこんなに遠い距離（約300km）を近いとは思
うようにならなかっただろう。おかげで僕の中の移動の概念は
支障をきたしたままで、これからも変な距離をフィールドワー
クにでかけそうである。そういう意味では感謝もしているが、
キャンパスが小樽や石狩じゃないのはそういう思惑なのかとも
思ったりする。
　まとまらない文章だが、札幌－函館間は遠い。ただ関わり方
によっては別にそうでもないですよ、という一石を投じてみた
かったので今回こんな文を書かせて頂いた。現在函館・札幌在
住の方、これからキャンパス移行の方の何かの参考になれば幸
いである。

北海道大学大学院環境科学院　富安信

遠そうでまた近い札幌

図１．函館－札幌間 全国スケール
直線距離でも東北１県分くらいに見えて遠さが際立つ。
移動に慣れると噴火湾を横断したい気持ちでいっぱいになる。

図２．見慣れた函館山からの景色
初めのうちは、このくびれが渡島半島のくびれだと
大きな勘違いをすることになる。

３年にわたりお楽しみいただいた「キャンパス放浪記in函館」ですが、
今回の掲載で一休みさせていただきます。執筆していただいた皆さん本
当にありがとうございました。� 北大生協教職員委員会
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イマ時の北大生
2017年10月に実施した学生生活実態調査（全国大学生活協同組合連合会）の北大生の結果がまとまりましたの
で、その一部を報告します。誌面の都合上、今号では「暮らし向き」を中心にご報告いたします。

学生生活実態調査（大学生協連）より
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い

無
回
答
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朝　食

1日の食事

全国 16年 17年

自
宅
生

朝昼兼 昼　食 中間食 夕　食 深夜食

自
宅
外
生

合
計
自
宅
生

自
宅
外
生

合
計
自
宅
生

自
宅
外
生

合
計
自
宅
生

自
宅
外
生

合
計
自
宅
生

自
宅
外
生

合
計
自
宅
生

自
宅
外
生

合
計

生
協
の
北
部
食
堂
は
朝
８
時
か
ら
10
時
半

ま
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い

ま
す
。（
授
業
期
間
中
の
平
日
）

一
人
暮
ら
し
の
方
も
賢
く
生
協
を
利
用

し
て
、
健
康
的
な
大
学
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

海
外
旅
行
・
留
学
に
つ
い
て

「
海
外
旅
行
・
留
学
経
験
が
な
い
」
と
回

答
し
た
方
は
約
60
％
い
ま
し
た
。
学
年
別

に
見
て
も
す
べ
て
の
学
年
で
「
な
い
」
と

回
答
し
た
方
が
50
％
を
越
え
て
お
り
ま
す
。

「
卒
業
ま
で
に
海
外
旅
行
・
留
学
に
行
き
た

い
」
と
回
答
し
た
方
は
60
％
を
越
え
て
お

り
、
特
に
留
学
志
望
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
方
で
、「
行
き
た
い
と
思
わ
な
い
」
と

回
答
し
た
方
も
約
25
％
お
り
、
全
国
平
均

（
22
％
）
と
比
較
し
て
も
高
い
割
合
に
な
っ

て
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
と
、
時
間
的
に
も
中
々

海
外
旅
行
や
留
学
を
行
な
う
の
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

治
安
の
問
題
や
留
学
（
海
外
旅
行
）
費

用
の
問
題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
際

化
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
ま
た
、
北
大

も
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
い
く
中

で
、
ぜ
ひ
在
学
中
に
海
外
旅
行
や
留
学
を

し
、
よ
り
多
く
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
数
は
、
３
３
４

名
で
、
自
宅
生
１
０
８
名
、
寮
生
を
含
む

自
宅
外
生
２
２
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
向
き
は
２
０
１
６
年
度
と
比
較

し
て
、「
楽
な
ほ
う
」
と
回
答
し
た
方
が

約
６
％
増
加
し
、
逆
に
「
苦
し
い
ほ
う
」

と
回
答
し
た
方
は
0.8
％
減
少
し
て
い
ま

す
。自

宅
生
・
自
宅
外
生
別
に
見
る
と
「
楽

な
ほ
う
」
と
回
答
し
た
自
宅
生
が
６
４
．

８
％
、
自
宅
外
生
が
６
２
．１
％
寮
生
が

２
６
．７
％
と
若
干
自
宅
生
が
楽
な
暮
ら

し
向
き
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
苦
し
い
ほ
う
」
と
回
答
し
た
方
は
寮

生
が
１
３
．３
％
と
一
番
高
く
、
次
い
で

自
宅
外
生
、
自
宅
生
の
順
に
な
っ
て
い
ま

す
。
寮
生
の
暮
ら
し
向
き
は
厳
し
い
よ
う

で
す
。

収
入
対
策
面
を
見
る
と
、
２
０
１
６
年

と
比
較
し
て
「
奨
学
金
の
申
請
」
が
4.7
％

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、「
奨
学

金
を
受
給
し
て
い
る
」
方
は
２
０
１
６

年
と
ほ
ぼ
同
数
で
す
が
、
全
国
平
均

（
32
％
）
と
比
較
し
て
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
回
答
者
に
自
宅
外
生
が
多
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
収
入
面
の
対
策
と
し
て
は

ア
ル
バ
イ
ト
の
増
加
が
一
番
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
学
業
に
支
障
の
無
い
範
囲
で
あ

れ
ば
良
い
の
で
す
が･･･
。

食
事
に
つ
い
て

１
日
の
食
事
を
見
て
み
る
と
、
朝
食
ま

た
は
朝
昼
兼
用
を
摂
ら
な
い
方
が
、
約

16
％
お
り
ま
す
。
全
国
平
均
も
同
程
度
の

数
字
な
の
で
、
全
国
的
な
傾
向
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
特
に
自
宅
外
生
に
「
摂
ら

な
い
」
方
が
多
い
よ
う
で
す
。「
作
る
の

が
面
倒
」「
朝
起
き
る
の
が
つ
ら
い
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
が
原
因
で
し
ょ
う
か
？
昼

食
・
夕
食
は
多
く
の
方
が
し
っ
か
り
摂
取

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
深
夜
食
を
摂
取
す

る
方
が
約
20
％
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
み

な
さ
ん
夜
遅
く
ま
で
勉
学
・
研
究
に
専
念

し
て
い
る
た
め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。　
　

朝
食
は
一
日
の
身
体
の
準
備
を
整
え
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝
食
を
欠
食
し
、

中
間
食
を
摂
取
す
る
こ
と
で
、
一
日
の
リ

ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

集
中
力
を
欠
く
、
一
日
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ

る
、
と
い
う
こ
と
は
様
々
な
論
文
・
研
究

で
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
朝
食

は
重
要
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
北
大
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平素は格別のお引立てに預り厚く御礼申し上げます。
お支払いにつきまして、ご指定の預金口座から振替させて

いただきますので、お手数でも口座引き落し日の前日までに
預金口座にご入金下さるようお願い申し上げます。

なお、毎月25日締で請求させていただいておりますが、12
月はお正月休みの関係上誠に勝手ながら12月20日で締めさせ
ていただきました。

それにともないまして、12月21日以降のご利用代金につき
ましては１月分の請求（２月20日引落し）とさせていただき
ますので何卒ご了承賜りますようお願い申し上げます。

今後とも北大生協をご利用くださいますよう重ねてお願い
申し上げます。

2018年１月

北海道大学生活協同組合　経理課
電話 011-726-9149　学内内線 2978

2018年のスケジュール

購　入　日 口座引き落し日
2017年12/21 ～� 2018年₁/25 2018年� ₂/20
2018年� ₁/26 ～ ₂/23 ₃/20

₂/24 ～ ₃/23 ₄/20
₃/24 ～ ₄/20 ₅/21
₄/21 ～ ₅/25 ₆/20
₅/26 ～ ₆/25 ₇/20
₆/26 ～ ₇/25 ₈/20
₇/26 ～ ₈/24 ₉/20
₈/25 ～ ₉/25 10/22
₉/26 ～ 10/25 11/20
10/26 ～ 11/22 12/20
11/23 ～ 12/20 2019年� ₁/21

手当て引きの引き落し

購　入　日 口座引き落し日
2017年� 11/16 ～ 2018年₆/15 2018年� ₇/20
2018年� ₆/16 ～ 2018年11/15 2018年� 12/20

生協でのお買物のお支払いを口座引落しにてご利用の皆様へ
― 今年のお支払いスケジュールをお知らせいたします ―

65%
17%

0% 17%

1%
文系

就職予定

進学予定

どちらでもない

未定

無回答

11%

76%

0%
11%

2%

理系

44%

34%

2% 19%

1%

医歯薬

政
治
へ
の
関
心

続
い
て
、
学
生
の
政
治
へ
の
関
心
を
見

た
い
と
思
い
ま
す
。「
日
本
の
未
来
は
明
る

い
と
思
う
か
」、
と
い
う
問
い
に
対
し
、「
と

て
も
思
う
」「
ま
ぁ
思
う
」
の
計
は
、「
政
治

に
関
心
が
あ
る
計
」「
ニ
ュ
ー
ス
を
み
る
計
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
関
心
が
な
い
計
」「
み
な

い
計
」
よ
り
も
10
％
強
多
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
政
治
に
関
心
を
持

ち
、
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
こ
と
で
、
日
本
の
未

来
を
漠
然
と
悲
観
す
る
割
合
が
下
が
る
様
子

が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
を
担
っ
て
い
く
北
大
生
の
７
割
が
日
本

の
未
来
を
不
安
視
し
て
い
る
こ
と
が
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

進
路
に
つ
い
て

教
職
員
の
皆
様
で
し
た
ら
ざ
っ
く
り
と
し

た
予
想
が
つ
く
か
も
し
れ
な
い
「
学
部
修
了

後
の
進
路
に
つ
い
て
」
は
、
文
系
の
65
％
が

就
職
予
定
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
、
理

系
の
76
％
は
進
学
予
定
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
医
歯
薬
は
就
職
予
定
44
％
と
進
学
予
定

34
％
と
な
り
、
学
部
に
よ
る
差
が
は
っ
き
り

と
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

 

3.6

4.6

1.1

4.2

0.0

29.0

31.6

23.2

30.3

21.7

52.1

49.5

59.2

51.6

56.5

15.0

14.3

16.9

14.0

21.7

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0%         20%         40%         60%          80%        100%

ある計

ない計

みる計

みない計

日本の未来は
明るいと思うか

(それぞれを100として)

とても思う

まあ思う

あまり思わない

全く思わない

無回答

ニ
ュ
ー
ス
を

政
治
に
関
心
が

全
体
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

　

今
回
は
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
お
は
な
し
で
す
。

　

最
近
、
交
通
事
故
等
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
し
ば
し
ば
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
（
以
下
、
ド
ラ
レ
コ
）
の
映
像
が
流
さ
れ
る
の
を
見
ら
れ
た
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ド
ラ
レ
コ
で
す
が
、
搭
載
す
る
方
法
は
、
市
販
の
ド
ラ
レ
コ
、

ス
マ
ホ
に
ア
プ
リ
で
ド
ラ
レ
コ
機
能
を
持
た
せ
る
、
自
動
車
保
険
で
付

帯
す
る
ド
ラ
レ
コ
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
レ
コ
は
、
事
故
の
際
の

過
失
割
合
の
確
認
、
搭
載
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
る
場
所
の
特
定
、
当
た
り

屋
、
当
て
逃
げ
や
盗
難
、
あ
お
り
運
転
対
策
、
運
転
診
断
な
ど
あ
り
ま

す
が
、
重
要
な
こ
と
は
事
故
時
の
そ
の
瞬
間
の
対
応
に
役
立
つ
か
ど
う

か
の
視
点
で
す
。

　

事
故
が
発
生
し
た
時
、
け
が
の
治
療
や
病
院
へ
の
搬
送
が
何
よ
り
も

優
先
さ
れ
ま
す
。
街
か
ら
離
れ
て
い
て
連
絡
手
段
が
な
い
場
合
や
、
前

部
座
席
の
両
親
が
重
傷
で
動
き
が
取
れ
ず
後
部
座
席
の
お
子
さ
ん
が
残

さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
、
緊
迫
し
た
不
安
な
状
況
下
、
自
動
車
保
険
に

付
帯
し
た
ド
ラ
レ
コ
は
、
事
故
直
後
、
保
険
会
社
と
つ
な
が
り
支
援
し

て
く
れ
る
の
で
す
。

　

保
険
会
社
が
提
供
す
る
ド
ラ
レ
コ
は
、
東
京
海
上
日
動
火
災
の
『
ド

ラ
イ
ブ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
ソ
ナ
ル
』、
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
の

『
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
！
』
の
２
つ
で
す
が
、
上
記
の
ド
ラ
レ
コ
の
機
能
に

加
え
て
、
事
故
発
生
で
強
い
衝
撃
が
あ
っ
た
場
合
、
東
京
海
上
日
動

は
、
保
険
会
社
に
自
動
で
通
報
し
、
端
末
で
通
話
が
可
能
、
事
故
映
像

を
自
動
的
に
記
録
・
送
信
し
ま
す
。
損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
は
、
事

故
発
生
時
の
保
険
会
社
へ
の
自
動
通
報
・
手
動
通
報
に
加
え
て
Ａ
Ｌ
Ｓ

Ｏ
Ｋ
が
現
場
に
か
け
つ
け
ま
す
。
２
社
の
自
動
車
保
険
に
付
帯
す
る
ド

ラ
レ
コ
は
、
取
り
付
け
で
き
な
い
自
動
車
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
話

だ
け
で
も
代
理
店
に
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
月
額
６
２
０
円
、
月
額
８
５
０

円
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
時
の
対
応
に
不
安
の
あ
る
方
、
免

許
取
り
た
て
の
方
、
運
転
に
不
安
の
あ
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
運
転
に
自
信
が
あ
る
方

も
、
も
ら
い
事
故
だ
っ
て
あ
り
ま
す
。
家

族
を
守
る
た
め
、
事
故
時
の
対
応
を
的
確

に
行
う
た
め
に
自
動
車
保
険
付
帯
の
ド
ラ

レ
コ
を
ぜ
ひ
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
5

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　（平日）10：00～18：00 （土曜日）10：00－13：00 （休日）日･祝･年末年始
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

私
た
ち
は
、
心
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
タ
ブ
ー
を

抱
え
て
生
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
合
の
タ

ブ
ー
と
い
う
の
は
、
自
分
自
身
で
も
簡
単
に
は
触
れ

ら
れ
な
い
テ
ー
マ
の
よ
う
な
も
の
の
こ
と
で
す
ね
。

意
識
す
る
と
、
考
え
て
し
ま
う
と
辛
い
、
と
い
う
経

験
や
問
題
は
、
誰
に
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち

は
、
自
分
の
気
持
ち
や
考
え
を
全
部
知
り
尽
く
し
て

い
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
て
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
自
分
に
と
っ
て
心
地
の
良
い
こ
と
、
都
合
の
良

い
こ
と
は
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
、
嫌
な

こ
と
、
不
快
な
こ
と
、
気
持
ち
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
よ

う
な
こ
と
に
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
目
を
つ

ぶ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
心
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、

心
を
安
定
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
わ
け
で
、
一
面
で
は

と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て
考
え
た
り
意
識
す
る
こ
と
が
難
し

い
個
人
的
な
体
験
と
い
う
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
多
く
の
人
に
共
通
し
て
触

れ
づ
ら
い
経
験
や
気
持
ち
と
い
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
羨
望
や

妬
み
、
相
手
を
傷
つ
け
た
い
と
い
う

気
持
ち
、
劣
等
感
な
ど
は
そ
う
で

し
ょ
う
か
。
面
白
い
こ
と
に
こ
れ
に

は
文
化
差
が
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
日

本
人
で
は
怒
り
の
感
情
、
米
国
人
で

は
甘
え
の
感
情
が
、
意
識
す
る
こ
と
、

表
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
言
わ
れ

ま
す
。
社
会
の
規
範
や
価
値
観
が
内

面
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
あ

と
は
、
性
愛
に
関
す
る
こ
と
、
自
ら
が
い
ず
れ
は
死

す
べ
き
存
在
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
ら
も
私
た
ち
が
正

面
か
ら
意
識
し
、
向
か
い
合
い
、
考
え
て
ゆ
く
こ
と

の
難
し
い
、
実
存
的
と
も
言
い
得
る
テ
ー
マ
だ
と
思

い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
に
触
れ
ず
に
済
ん
で
と
く

に
差
し
さ
わ
り
が
な
い
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
良
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
正
面
切
っ
て
向
き

合
い
、
自
分
自
身
の
一
部
と
し
て
意
識
や
考
え
の
な

か
に
取
り
込
も
う
と
す
る
と
き
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た

自
分
と
い
う
も
の
が
ど
こ
か
変
容
し
、
成
長
と
い
う

も
の
が
起
こ
り
得
る
と
す
る
経
験
的
な
知
見
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
こ
れ
は
自
ら
進
ん
で
行
う
と
い
う
場

合
よ
り
も
、
外
か
ら
強
い
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
や

む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
行
わ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
と
い
う
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
、
私
は
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
一
人
で
瞑
想
す
る
と
か
、
日
記
の
よ
う

な
形
で
書
き
綴
る
と
か
し
て
行
う
こ
と
も
で
き
る
で

し
ょ
う
け
れ
ど
、
相
手
が
い
た
方
が
良
い
場
合
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
時
に
問
題
に
な

る
の
は
、
お
互
い
の
心
の
中
に
あ
る
タ
ブ
ー
で
す
ね
。

言
い
た
く
て
も
口
に
で
き
な
い
、
口
に
で
き
な
い
か

ら
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
だ
い
た
い
、
口
に

し
づ
ら
い
ほ
ど
の
こ
と
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
緒
が

ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
気
持
ち
も

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
自
分
で
も
わ
か
ら
な
い
。
聞
く

側
と
し
て
も
、
ず
っ
と
聞
き
続
け
る
の
は
ど
こ
か
苦

し
く
て
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
話
題
を
ず
ら
し

て

し

ま

っ

た

り
、

暗

黙

の

う

ち

に
、

聞
か
な
い
よ
、
と

い
う
サ
イ
ン
を
出

し
て
し
ま
っ
た
り
。

不

倫

の

恋

は
、

良
い
例
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
今
で
言

う
不
倫
は
、
近
世
日

本
で
は
不
義
密
通

と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
現
在

よ
り
も
は
る
か
に
厳
し
い
刑
罰
体
系

の
中
で
は
、
死
罪
で
し
た
。
で
も
、

不
義
密
通
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
近
世
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
穏
便
に
示

談
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま
す
が
。

あ
り
ふ
れ
た
こ
と
だ
け
ど
、
口
に
す
る
の
が
難
し

い
こ
と
。
社
会
の
規
範
は
、
ヒ
ト
は
群
れ
を
な
し
て

生
き
て
ゆ
か
な
い
と
生
存
そ
の
も
の
が
難
し
く
な
る

と
い
う
生
物
学
的
な
必
要
性
に
そ
の
源
泉
を
持
ち
、

集
団
の
成
立
自
体
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
そ
れ
は
内
面
化
さ
れ
、
心
の
タ
ブ
ー
と
も
な
り

ま
す
。
け
れ
ど
も
、
現
実
の
タ
ブ
ー
は
と
も
か
く
、

心
の
タ
ブ
ー
の
方
は
、
多
少
な
り
と
も
ゆ
る
め
ら
れ

れ
ば
、
も
う
少
し
私
た
ち
は
お
互
い
に
生
き
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

心
の
自
由
の
問
題
、
と
言
う
と
、
ち
ょ
っ
と
ス
マ
ー

ト
過
ぎ
て
、
現
実
の
苦
し
み
が
覆
い
隠
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
で
す
が
。

渡邊　誠

こころの
健康を考える 50

心のタブーを
ゆるめること

○
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ま
た
、
穀
物
庫
は
元
の
「
コ
ー

ン
・
バ
ー
ン
」
で
、
そ
の
名
の
通
り

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
小
屋
、
収
穫
し
た

コ
ー
ン
の
乾
燥
に
用
い
ま
す
。
敷
地

が
湿
地
で
あ
る
こ
と
や
ネ
ズ
ミ
な
ど

を
さ
け
る
た
め
高
床
と
し
、
南
を
除

く
１
階
の
壁
を
ス
ノ
コ
に
し
て
通
風

を
確
保
す
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
各
々
の
建
物
に
特
徴

が
あ
り
ま
す
が
、
事
務
所
の
北
と
西

に
は
放
牧
し
た
牛
を
監
視
す
る
た
め

の
大
き
な
窓
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
し
、

火
を
使
っ
て
家
畜
の
餌
を
煮
る
釜
場

は
耐
火
性
の
あ
る
石
造
、
断
熱
性
が

求
め
ら
れ
る
製
乳
所
は
煉
瓦
造
で
、

内
部
は
清
潔
感
を
保
つ
た
め
壁
と
天

井
を
白
く
塗
る
な
ど
、
機
能
性
を
求

め
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

近
代
農
業
の
モ
デ
ル
と
し
て
の
第
二
農
場

と
こ
ろ
で
、
モ
デ
ル
・
バ
ー
ン

の
何
が
「
モ
デ
ル
」
な
の
で
し
ょ

う
。
そ
れ
は
、
北
海
道
、
ひ
い
て
は

日
本
の
近
代
農
業
の
モ
デ
ル
で
、
実

際
、
官
営
の
真
駒
内
種
畜
場
、
七
重

勧
業
試
験
場
、
東
京
農
業
試
験
場
第

三
官
園
家
畜
房
の
参
考
に
な
っ
た
と

い
い
ま
す
。
建
築
の
構
造
も
見
逃
せ

ず
、
ア
メ
リ
カ
西
部
開
拓
期
、
素
人

舎
、
事
務
所
、
官
舎
な
ど
農
場
運
営

に
必
要
な
施
設
群
が
１
８
９
５
年
頃

ま
で
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
１
８
９
９
年
に
現
在
の
「
時

計
台
」（
旧
札
幌
農
学
校
演
舞
場
、

１
８
７
８
）
一
帯
に
あ
っ
た
キ
ャ
ン

パ
ス
の
現
在
地
へ
の
移
転
が
決
定

し
、
第
一
農
場
が
１
９
０
１
〜
０
３

年
に
、
１
９
０
７
年
の
東
北
帝
国
大

学
農
科
大
学
設
置
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ

ス
拡
大
で
、
１
９
０
９
〜
１
２
年
に

第
二
農
場
が
放
牧
場
だ
っ
た
現
在
地

に
移
転
し
ま
し
た
。

移
転
後
の
第
二
農
場
と
施
設

移
転
の
際
、
最
初
に
新
築
さ
れ

た
の
は
１
９
０
９
年
の
牧
牛
舎
で
、

１
９
１
０
年
に
事
務
所
と
秤
量
所
、

釜
場
、
１
９
１
１
年
に
収
穫
室
及
び

脱
稃
室
と
製
乳
所
が
設
け
ら
れ
現
存

し
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
、
氷
室
や
官
舎
、
豚

中
央
道
路
を
北
に
進
む
と
、
突
き

当
り
一
帯
が
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
今
回

は
、
札
幌
農
学
校
に
ま
で
遡
る
こ
と

が
で
き
、
国
の
重
要
文
化
財
で
も
あ

る
第
二
農
場
を
み
て
い
き
ま
す
。

附
属
農
場
の
設
置
と
移
転

元
々
、
第
二
農
場
は
正
門
の
北

側
、
現
在
北
10
条
に
あ
る
地
球
環
境

科
学
院
一
帯
に
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
を
挟
ん
だ

第
二
農
場
の
西
に
は
第
一
農
場
が
あ

り
、
札
幌
の
キ
ャ
ン
パ
ス
外
や
栗

山
、
七
飯
、
富
良
野
に
は
第
三
〜
八

農
場
も
あ
り
ま
し
た
。

附
属
図
書
館
の
玄
関
を
入
る
と
２

階
で
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
沿
い
の
敷

地
は
起
伏
に
富
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
地
形
を
う
ま
く
活
か
し
て
模
範

家
畜
房
や
玉
蜀
黍
庫
、
豚
舎
、
鶏

舎
、
肥
料
小
屋
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
建
物
ご
と
移
転
、
再

利
用
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
１
９
１
０
年
の
産
室
・
追

込
所
及
び
耕
馬
舎
（
１
８
７
７
）
と

種
牛
舎
（
１
８
７
８
）、
翌
年
の
穀

物
庫
（
１
８
７
７
）
で
す
。
産
室
・

追
込
所
及
び
耕
馬
舎
は
、
元
の
「
モ

デ
ル
・
バ
ー
ン
」（
模
範
家
畜
房
）

で
、
こ
の
名
前
で
ピ
ン
と
く
る
人
は

多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
建
築

は
ク
ラ
ー
ク
先
生
が
構
想
し
、
後
任

の
ウ
ィ
ー
ラ
ー
先
生
が
設
計
し
ま
し

た
。
但
し
、
敷
地
は
平
坦
の
た
め
、

移
転
前
に
あ
っ
た
地
下
や
馬
車
ご
と

建
物
内
に
ア
ク
セ
ス
す
る
斜
路
は
撤

去
さ
れ
、
代
わ
り
に
滑
車
の
つ
い
た

木
製
レ
ー
ル
を
設
け
た
ほ
か
、
牛
頭

飾
り
や
先
尖
ア
ー
チ
の
装
飾
を
付
加

し
ま
し
た
。
こ
の
装
飾
は
モ
デ
ル
・

バ
ー
ン
か
ら
分
離
し
た
種
牛
舎
や
新

築
の
施
設
に
も
確
認
で
き
ま
す
。
つ

ま
り
、
移
転
前
は
装
飾
の
な
い
質
素

な
建
築
で
し
た
。

文化財へ
　行こう第5回

～北海道大学農学部附属第二農場～
北海道大学客員准教授・非常勤講師

角 哲

コーン・バーン（右）と収穫室及び脱稃室（左）

で
も
組
み
立
て
ら
れ
る
よ
う
考
案
さ

れ
た
バ
ル
ー
ン
・
フ
レ
ー
ム
構
法
が

採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝
統

的
な
建
物
は
、
運
動
会
な
ど
で
用
い

ら
れ
る
テ
ン
ト
の
よ
う
に
骨
組
み
の

み
で
構
成
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
構
法

は
規
格
化
さ
れ
た
柱
や
板
を
組
み
合

わ
せ
て
「
面
」
で
力
を
支
え
る
形
式

で
、
現
在
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
構
法

の
原
型
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

移
転
後
に
新
築
さ
れ
た
牧
牛
舎
は
真

ん
中
に
通
路
を
設
け
、
牛
は
そ
の
通

路
に
頭
を
向
け
て
餌
槽
の
飼
料
を
食

べ
ま
す
。
南
北
で
柱
の
材
料
や
床
の

高
さ
と
仕
上
げ
が
異
な
り
、
実
験
的

な
飼
育
を
試
み
た
こ
と
も
伺
え
ま
す

が
、
現
在
普
及
し
て
い
る
一
般
的
な

方
法
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

と
は
い
え
、
現
代
の
私
た
ち
が
普

通
と
思
っ
て
い
る
標
準
的
な
も
の
に

も
始
ま
り
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
の

「
当
た
り
前
」
の
農
業
の
始
ま
り
を

垣
間
見
ら
れ
る
の
が
第
二
農
場
な
の

で
す
。

チーズやバターを製造した製乳所

煉瓦の床、鋳鉄の柱のある牧牛舎の南側通路

最古の建築であるモデル・バーン全景

（ 7 ）　第 374 号 よりよい生活と平和のために 2018 年 2 月 1 日



留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

学
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学
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会

院
生
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員
会

院
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委

員

会

学
生
委
員
会

学
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委

員

会

院
生
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員
会

院

生

委
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会

留
学
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会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

■
留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
２
０
１
８
年
度
版

編
集
作
業
進
行
中
！

　

大
変
ご
好
評
を
頂
い
た
２
０
１
７
年

版
を
ベ
ー
ス
に
、
更
に
在
校
留
学
生
の

意
見
や
要
望
の
聞
き
取
り
を
活
か
し
な

が
ら
内
容
の
見
直
し
と
新
た
な
内
容
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
言
語
は
、
英
語
・

中
国
語
・
ふ
り
が
な
付
の
日
本
語
で
、

各
国
の
留
学
生
、
今
回
は
特
に
来
札
間

も
な
い
留
学
生
に
伝
わ
り
や
す
い
よ
う

に
表
現
の
工
夫
を
し
な
が
ら
編
集
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
日
本
の
お
正
月
料
理
を
楽
し
み
ま
し
た

　

昨
年
末
も
委
員
か
ら
要
望
を
出
さ
れ
、

日
本
の
お
正
月
料
理
数
品
を
ハ
ラ
ル
で

用
意
し
ま
し
た
。
日
本
独
特
の
調
味
料

の
酒
や
味
醂
を
使
わ
ず
醤
油
は
原
料
を

吟
味
し
、
昆
布
・
干
椎
茸
・
削
り
節
で

旨
み
の
濃
い
だ
し
を
ひ
き
、
食
材
の
種

類
を
多
く
組
み
合
わ
せ
て
彩
り
良
く
仕

上
げ
ま
し
た
。
帰
国
や
旅
行
を
せ
ず
年

末
年
始
を
部
屋
で
過
ご
し
た
留
学
生
委

員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
は
こ
の
日
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
入
稿
が
２
日
後
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
交
流
は
又
の
機
会
に
し
て
、

食
後
は
編
集
作
業
を
頑
張
り
ま
し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
は
12
日
～
14
日
、
1
月
は
16
日

～
18
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
出
さ
れ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
は
15
日
、
1
月
は
19
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
に
は
、
全
国
大
学
生
協
連
合
会

で
毎
年
行
っ
て
い
る
、「
学
生
生
活
実
態

調
査
」
の
結
果
を
一
部
紹
介
し
て
い
ま

す
。
詳
細
報
告
は
別
の
媒
体
で
公
開
さ

れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ご
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
長
い
間
お
楽
し
み

い
た
だ
い
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
放
浪
記
in

函
館
」
は
、
今
回
の
掲
載
で
い
っ
た
ん

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
号
か

ら
は
新
た
な
連
載
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

き
ぼ
う
の
虹
３
７
４
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
な
ん
だ
か
変
で
す
。

早
々
と
根
雪
に
な
っ
た
と
思
い
き
や
一

月
中
旬
に
雨
が
降
る
な
ど
、
雪
に
合
わ

せ
て
生
活
を
す
る
北
国
の
人
間
は
調
子

が
狂
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。

■
共
済
活
動　

凍
結
対
策

冬
の
生
活
に
は
様
々
な
リ
ス
ク
が
潜

ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
は
凍
結
に
焦
点
を

当
て
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
北
大
生

に
、
北
大
付
近
で
自
分
が
こ
ろ
ん
だ
場
所

に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
い
、
危
険
な
場

所
を
発
見
す
る
と
共
に
ボ
ー
ド
を
そ
の
ま

ま
掲
示
す
る
こ
と
で
、
通
り
す
が
り
の
北

大
生
に
も
認
知
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

た
、
滑
り
止
め
の
砂
利
を
配
布
し
、
実
際

に
転
ん
だ
場
所
に
蒔
い
て
も
ら
い
、
路
面

凍
結
に
対
処
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
集
計

期
間
終
了
後
に
は
事
後
情
宣
と
し
て
北
大

生
が
転
ん
だ
場
所
の
傾
向
を
紹
介
し
、
受

験
生
や
、
春
休
み
も
北
大
構
内
を
歩
く
人

に
、
転
ば
な
い
た
め
の
意
識
づ
け
を
し
て

も
ら
い
ま
す
。

■
受
験
生
歓
迎
活
動

北
大
一
般
受
験
に
合
わ
せ
、
受
験
生

の
不
安
解
消
を
目
的
に
受
験
生
歓
迎
企

画
を
行
い
ま
す
。
今
年
も
、
毎
年
好
評

の
相
談
企
画
「
北
大
生
と
話
そ
う
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
受
験
生
が
参
加
し
や

す
い
企
画
に
な
る
よ
う
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
と

い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
呼
び
か
け
や

受
験
生
応
援
冊
子
「
い
な
蔵
」、
北
大
構

内
の
「
道
案
内
」
な
ど
の
企
画
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
受
験
生
歓
迎
活
動
当
日

は
、
学
生
委
員
だ
け
で
な
く
、
多
く
の

北
大
生
に
も
当
日
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協

力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■
院
生
に
よ
る
書
評
誌

　
「
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
７
」

　

発
行
に
む
け
編
集
作
業
取
組
中
！　

た
だ
い
ま
、「
ほ
ん
で
な
い
か
い

２
０
１
７
」
の
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
初
、
12
月
末
発
行
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
、
２
０
１
８

年
１
月
末
ご
ろ
発
行
に
な
り
ま
す
。

遅
れ
た
分
、
内
容
は
ご
期
待
く
だ
さ

い
！
Ｈ
Ｔ
Ｂ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ｏ
ｎ
ち
ゃ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
！

も
ち
ろ
ん
、
お
す
す
め
本
も
し
っ
か
り
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
読
み
応
え
充
分

な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
新
入
院
生
の
た
め
の
情
報
冊
子
「
い
ん
で

な
い
か
い
２
０
１
８
」
発
行
に
向
け
て

毎
年
、
新
入
院
生
に
お
送
り
し
て
い
る

「
い
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
８
」
発
行
に
向

け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
今
回
も
、
新
入

院
生
が
、
院
生
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
始
め

ら
れ
る
よ
う
な
冊
子
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


